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支部報告･ハムの集いのご案内 

ＪＡＲＬ和歌山県支部   

 

日  時 平成２１年２月７日（日） 

１０：００ハムの集い  １３：００支部大会 

 

場  所 東部コミニティーセンター ２Ｆ 

和歌山市寺内 665 番地 

 

 

平成 21 年度ＪＡＲＬ和歌山県支部大会 

 

          (１)     開会の辞 

        (２)    支部長挨拶 

        (３)    来賓挨拶 

        (４)     評議員現状報告 

        (５)    平成 20 年度行事報告･同決算報告 

        (６)    平成 21 年度中間報告･同決算報告 

        (７)    平成 22 年度行事計画･同予算説明 

        (８)     監査指導委員長現状報告 

        (９)     第 21 回和歌山コンテスト結果報告 

        (10)     和歌山アワ－ド発行状況報告 

     (11)     非常通信訓練結果報告 

        (12)     意見交換   その他 

        (13)    閉会の辞  
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     ごあいさつ 

 

                   (社)日本アマチュア無線連盟 和歌山県支部 

                     支部長 JA3EQC  廣井 五十二 

 

 日頃は、JARL和歌山県支部の活動にご協力いただけ、ありがとうございます。 

今年、JARLはその長い歴史の中でも大きな転換点を迎えることとなります。 

一つは、新法人への転換、もう一つは会費前納会員の取り扱い変更の課題が上がって 

参ります。趣味の世界は外界とまったく閉ざされた桃源郷と思いたいところではあります

が、経済情勢とか社会制度の変遷の波を乗り越えていかねばなりません。 

ここは今一度、JARL は自分たちの趣味を育てるために、それぞれの会員の力でもって支

え合う団体であることを認識され、決して対岸の火事ではなく、自分も乗り組んでいる船

の課題としてお考えいただければ、困難な状況の中からも、より良き方向への転換が図れ

ることを信じております。 

 さて、和歌山県支部の活動でございますが、みなさまのお陰をもちまして、順調に推移

しております。念願でありました「和歌山アワード」も各賞ごとの新しいデザインのもの

ができ、今年の 1月 1日より発行しております。昨今の移動運用ブームに合わせ、昨年の

夏には「和歌山移動デー」を設けました。前述の和歌山アワード D賞は北山村のみで完成

します。もちろん地元で活動されている方もいらっしゃいますが、県内ハムにとって移動

ターゲットの一つともなりましょう。 

 地域住民としての防災への取組みも、良い形で活動していただいており、従来の県の防

災訓練を始め、紀の川市、高野町それぞれの防災ボランティア無線チームは、地元の防災

訓練とか、他の防災チームとの連携を深めてくれています。また、将来への技術的なデー

タ資料として、電波伝搬調査を行っておりますが、該当地域の方のご協力をいただきまし

た。地元に根ざした防災活動おいて、地元住民の方々には充分、無線の重要性を認識され、

ており、我々の社会奉仕に期待を持っておられます。 

 アワード発行のための”貯金”は今年で終わります。従って現在 2 講座のセミナーはもう

少し開催できる余裕が生まれます。ハムの楽しみ方も多岐に渡っておりますので、どうぞ

何か良い課題の活発な提供をお願いします。 

 

 みなさまの、ますますのご活躍をお祈り申し上げます。 
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ＪＡＲＬ和歌山県支部大会・ハムの集いに寄せて 

 

ＪＡＲＬ関西地方本部長    

 ＪＡ３ＨＸＪ 長谷川 了彦 

 

新しい組織を作るために議論を重ねてきた「公益法人改革実務委員会」は多くの時間と

熱心な議論を重ねようやくその全貌をお示しできるようになりました。 

公益三法の施行に併せ、好むと好まざるに関わらず避けて通れない議論を強いられた側

面がありますが、これを千載一遇の好機と捉え、過去のしがらみを捨て思い切った改革が

どうしても必要でした。 

今回得られた結果と運営の評価は、今後の会員各位に委ねられますが、この改革を契機

に新しいＪＡＲＬを作りたいと願っています。 

今年 5月 30日に開催される第 52回通常総会（愛称：尾張名古屋総会）での議論の大半

はこれらに対する議案の審議になりますが多くの会員を結集して未来のＪＡＲＬを語りた

いものです。    

 

お陰さまで関西の英知の結晶でもある関西アマチュア無線フェスティバルは、今年も初

夏の７月 17日 18日に、大阪府池田市の池田市民文化会館および池田市青年の家、文化会

館隣接の豊島野公園で開催されます。 

今年で 15回目を数える KANHAMですが、実行委員会ではすでに KANHAM2010の開

催に向けて始動しています。 

 

阪神淡路大震災から 15 年、あの日から続けられたアマチュア無線のボランティア活動

は被災地に大きな力を与え取り巻く環境は決してよいものとはいえませんが、今後は社会

性・公益性に配慮を加えた試みに果敢に取り組まなければなりません。 

 

お隣の奈良県支部では平城遷都 1300 年祭に併せ記念局の運用などが行われています。

また地元和歌山県支部においてはやがて来るといわれる南海、東南海地震に備えた防災無

線のネットワーク化に多くのアマチュア無線家が取り組んでいます。 

これらは和歌山県が構築した防災無線のネットワークと密接な関係を持つほぼ公的な活

動でもあり今後大きな力を発揮すると思われます。 

活動する関西のモデルケースでもあるこれら公益性の高いかわりは将来のアマチュア無

線の救世主になると思われます。 

 

このようにアマチュア無線はすでに個人の興味を越え社会に適合したアマチュア無線界

を作るために動き出しています。 

今後も襟を正しアマチュア無線の正しい運用と秩序ある運用を心がけ、今年も皆さんの

アマチュアライフが充実したものでありますようお祈り申し上げます。 
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ご 挨 拶 

（社）日本アマチュア無線連盟 

監 事 後 藤 太 栄 

－ＪＨ３ＧＡＨ－ 

＊ 変革とアマチュア無線 

 一昨年以来の経済不況は残念ながら出口が見えないまま年を越してしまいました。昨年、

国民は戦後最大の変化を求め、政権交代という変革を選択しました。 

 長い間、米国に次いで世界第二位を維持してきた経済力は、今年中には隣国、中国に追い

越されるであろうとの予測がなされています。依然世界第一位を保っているのは平均寿命ぐ

らいになってしまいました。 

 アマチュア無線の世界では連盟の新法人への移行問題が論議されてきましたが、この問題

については様々な議論・異論はあるものの一定の方向性が見えてきました。 

 それとは別の問題として政権交代後、原口総務大臣は米国の放送・通信行政に近い、日本

版ＦＣＣ構想を提唱されました。現在、アマチュア無線は他の放送や通信と同じ法律下で免

許され、運用が認められています。 

 電波は有限の資源であると聞かされては来ましたが、これほど急速に電波需要が増えると

は、誰も正確に予想はしていませんでした。例えば携帯電話の加入者数を見てみても、今年

中に世界全体で５０億台を超えると予想されています。全世界的にアマチュア無線の既得権

が侵害される可能性が現実味を帯びてきました。 

 我々、アマチュア無線家は自己改革に右往左往しているうちに、もっと大きな問題が目の

前に立ちはだかっていることを見過ごしてはならないと危惧しております。 

 幸い７ＭＨｚ帯は倍に広がりましたが、今後は高い周波数帯でのバンド防衛が最大の課題

になってくると予想されます。 

 我々は過去の経験則や因習に囚われ、その本質論に背を向け、小さなコップの中で悪者探

しをしていても何の意味もなかったのです。それどころかそんなことに時間や精力を費やて

いる間に、本当に大切なものが失われてしまったのかもしれません。 

 我々アマチュア無線家の意識変革は時期を逸してしまった感がありますが、個人的には皆

様とご一緒に末永く健康で豊かなアマチュア無線ライフを楽しみたいものです。 

 本年もよろしくお願い申し上げます。 
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ご  挨  拶 
 

                                日本アマチュア無線連盟 

評議員 JH3EZV  勝本 健 

 

新年あけましておめでとうございます。 

会員の皆様方には益々ご隆昌のこととお喜び申し上げます。 

 

 昨年は7MHz帯の拡大や新しく135KHzの分配などがありました。 

7MHz 帯では拡大記念 QSO パーティーや特別記念局の開設・運用などが行われ、コンテス

ト周波数の改訂も本年から適用されることになりましたので、7MHz 帯では久し振りにゆ

ったりとしたQSO気分が楽しめるだろうと思っています。 

また、135KHz帯に対するチャレンジ精神の方は如何でしたか？ 

未だごく僅かだそうですが、QRVしている局がおられると伝え聞いていますが・・・・ 

 

 さて、今年は法人改革を間近に控えての理事など役員を改選する非常に重要な年である

と共に、JARL の将来を決定する大切な通常総会が『尾張名古屋総会』と銘打って東海地

方で開催されます。 

ここで重要なことは、昨年の北海道『たんちょう釧路総会』で見送ったJARLの法人改革

に伴う各種の改正案が提案されます。 

当初は公益法人を目指していたJARLが、諸般の状況を判断して一般社団法人に方向修

正したものであり、詳しいことはJARL NEWSの 2010年冬号に掲載されていますが、定款・

規則・選挙規程・社員選挙実施要領などの改正です。 

理事会や評議員会でも議論を重ねて来ましたが、この提案が必ずしもベストで無いかも知れま

せんので、会員の皆様方と一緒になって討議することが必要です。 

 法人改革は何もJARLに限ったものでなく、全ての法人を対象に進めている改革であり、

今後の我々はこの改革を真剣に受け止めて、単なる趣味の団体に終わることなく社会の役

に立つ活動を目指さねばならないでしょう。 

 

 また、長年の懸案だった『会費前納会員の問題』についても提案されます。 

今や全会員の３３％が会費前納会員で占められている状況を考慮して、何処から何のお金

も出ないこのJARLを潰して仕舞っても良いのか、或いは潰さないために前納会員が応分

の負担は止むを得ないと考えるのか、この件についても皆様方と一緒に大いに議論しまし

ょう。 

このように今年の通常総会は、改革に向けて誠に重要な局面を迎えています。 

 

最後になりましたが、日頃から会員の皆様方の暖かいご理解・ご協力に感謝すると共に、

今後益々のご活躍をお祈りしながらご挨拶とさせて頂きます。 
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平成 21 年度監査指導報告 

JARL 和歌山県支部 監査指導委員長 

JA3DFO/小林 嘉弘 

 

JARL 和歌山県支部の皆様には日頃から監査指導にご協力をいただき有り難う御座います。 

アマチュアバンドの適切な運用の促進の為に当支部では 8 名の監査指導委員がアマチュアバン

ドのモニタ－とその現状報告そして実際にオンエア－による違反局に対しての指導すなわち 

ガイダンス運用を行なっています。 

 

監査指導報告 

平成 21 度最終報告は平成 22 年 3 月になりますので、平成 20 年度 3 月分含み計 1 年分の集計になります 

区分 144Mhz 430Mhz 計  

アマチュアバンドの使用区分を守らない 57 96 153  

通信事項 31 22 53 

呼出符号の不送出 98 201 299  

 

● 監査指導報告の項目の“周波数の逸脱”についての報告は減少していますので省略 

● 相変わらず使用区分の守れない局、コ-ルサインの言えない局が違反局の大半を占めていす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アマチュアバンドの使用区分を守ろう 

2009 年は 7Mhz 帯の拡大と 135Khz 帯の新規分配がありましたが、それらに伴う新バンド

プランが昨年の 3 月 30 日付けで施行されました。 

 新バンドプランでは新たにパソコンを使っての通信である VoIP 等デジタル通信に関する領

域も盛り込まれました。 

●この支部報にもアマチュアバンドプランを掲載致しましたので、この機会に自分のよく使っ

ている周波数帯について眺めて見てください。 

コ－ルサインは世界で唯１人あなただけに使用が認められた ID です。 

     もっと大切に、プライドをもって使用しましょう 

            JARL 和歌山県支部監査指導委員会 
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平成２1年度和歌山県非常通信結果報告 

 

実施年月日 平成２１年８月３０日  １３：００～１５：００ １４５．５０ 非常通信周波数 

                  １５：００～１６：００ ４３３．５０ 非常通信周波数 

参加局     １１局 

   

訓練結果 

  今年度の非常通信訓練は衆議院議員選挙の投票日と重なり和歌山市の防災訓練は延期となりましたが、

紀の川市総合防災訓練とこの非常通信訓練はそのまま続行しました。 

 毎年かんかん照りの猛暑の中ですが、今年も大変暑い中みなさんご苦労様でした。 

 昨年の紀の川市との防災協定締結後初の防災訓練となりそのまま竹房から４局の方が非常通信訓練に参加

いただきました。参加局は１１局と昨年より４局減少しました。選挙の関係からか紀中、紀南との交信が出

来ませんでした。行政の方でも限界集落への通信手段の構築も進められているようですが、取り扱いや設備

維持に大きな問題もありアマチュア無線の活躍する場はどのような場合でもなくならないでしょう。 

 

 地球温暖化対策が賑わいを見せ家庭では太陽光発電、紀中では風力発電が数多く設置されております。こ

れらの自家発電が防災上非常に有効にかと思われますが、現状ではそうもいきません。太陽光発電はインバ

ータでＡＣ１００Ｖに連係している関係で商用電源が無いと発電できないのです。風力発電も同じように商

用連係しないと単独では活用できませんが、これからの電気自動車（ＥＶ）やプラグインハイブリッド（Ｐ

ＨＶ）それにスマートグリッド等でバッテリーが普及しますと直流で保存した電気が防災に活躍する時代が

もうすぐ来るのではないでしょうか。 

 

 平成２２年１月１７日あの阪神淡路大震災から１５年、ハイチの大震災では数万とも十数万とも言われる

犠牲者やその後の混乱状況を見れば我が故郷も対岸の火事ではいられないと考えます。 

 非常通信訓練を機会に毎年防災を考える機会になればと思い本年もよろしくお願いします。 

                            ＪＲ３ＫＵＦ 池上 和彦 

ＣＡＬＬ 運用地

ＪＮ３ＶＩＯ 紀の川市竜門

ＪＲ３ＫＪＭ 海南市野上中
ＪＦ３ＮＩＭ 紀の川市竹房

ＪＡ３ＦＸＢ 紀の川市竹房

ＪＧ３ＱＩＫ 紀の川市打田

ＪＯ３ＥＡＪ かつらぎ町妙寺

ＪＡ３ＥＱＣ 紀美野町ふれあい公園

ＪＲ３ＵＨＫ 紀の川市竹房

ＪＡ３ＦＲＩ 紀の川市竹房

ＪＫ３ＪＰＪ 岩出市根来

ＪＲ３ＫＵＦ 和歌山市川辺



　金　　額
104,083¥  

300,000¥  
10,400¥   

-¥        
56¥       

310,456¥  

-¥        
18,296¥   
143,723¥  

-¥        
4,290¥    

27,080¥   
-¥        

31,280¥   
-¥        

42,760¥   
39,900¥   
15,546¥   
3,712¥    

326,587¥  
87,952¥   

　金　　額
87,952¥   

300,000¥  
-¥        

20¥       
300,020¥  

-¥        
15,150¥   
45,940¥   

-¥        
500¥      

12,500¥   
-¥        
-¥        
-¥        

47,025¥   
-¥        
-¥        
-¥        

7,000¥    
128,115¥  
259,857¥  

計
残 高

監 査 指 導 費
雑 費 後藤家ご香料

賞 典 費
非 常 通 信 費

事 務 印 刷 費
コ ン テ ス ト 費 賞品代・送料等

消 耗 品 費
支 部 発 行 費

通 信 費 切手代
交 通 費 防災会議・支部運営委員会・関西ハムスタッフ等

催 物 費 ハムの集い会場費・関西ハム・記念局運用・ﾃｸﾆｶﾙ講座ほか

渉 外 費

支 部 大 会 費
会 議 費 運営委員会・クラブ代表者会議・部屋使用料等

《 支 出 の 部 》

受 取 利 息
計

支 部 費
賞 典 収 入

前 期 繰 越 高
《 収 入 の 部 》

平成22年４月１日～平成22年12月31日

科 目 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

計
次 期 繰 越 高

非 常 通 信 費 　防災訓練関係（県、紀ノ川市）
雑 費 　電波利用税・後藤家弔電

コ ン テ ス ト費 　賞品代・送料代等
賞 典 費 　和歌山アワード印刷代

支 部 発 行 費 　コピー機トナー代金・コピー用紙等
事 務 印 刷 費

交 通 費 　非常通信・防災会議連絡会等
消 耗 品 費

渉 外 費
通 信 費   切手代

会 議 費 　運営委員会・クラブ代表者会議・部屋使用料等
催 物 費   ハムの集いと会場費・関西ハム・記念局運用・ﾃｸﾆｶﾙ講座ほか

《 支 出 の 部 》
支 部 大 会 費

計
受 取 利 息

支 部
賞 典 収 入 　和歌山アワード

平成21年度支部費決算報告

平成22年度支部費中間報告

前 期 繰 越 高
《 収 入 の 部 》

平成21年４月１日～平成22年３月31日

科 目 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

雑 収
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平成20年4月1日～平成21年3月31日

日　　付	 行　事　項　目

平成20年４月～5月 ガイダンス局の運用

　　　　４月６日	 第20回和歌山コンテスト

　　　　５月18日	 支部運営委員会・クラブ代表者会議

　　　　５月25日 第50回通常総会　(高知市)

        ６月13日～22日 8N3HAM 和歌山県内運用

　　　　７月13日 支部運営委員会・クラブ代表者会議

　　　　７月19・20日 関西アマチュア無線フェスティバル

　　　　８月17日 CW・DXミーティング

　　　　８月24日 第12回和歌山県非常通信訓練

　　　　９月７日 和歌山県防災総合訓練

　　　　10月19日 フィールドミーティング　(関西地方本部主催)

　　　　11月９日 テクニカル講座

　　　　11月30日 支部運営委員会・クラブ代表者会議

　　　　12月～1月 ガイダンス局の運用

　　　　12月７日 関西年末ハムの集い

平成21年１月18日 テクニカル講座 Part-２

　　　　１月23日 ハムの集い準備ミーティング

　　　　２月８日 和歌山県支部ハムの集い

　　　　３月８日 支部運営委員会・クラブ代表者会議

'平成21年4月1日～平成21年12月31日

日　　付	 行　事　項　目

平成21年４月～5月 ガイダンス局の運用

　　　　４月５日	 第21回和歌山コンテスト

　　　　５月17日	 21-1　支部運営委員会・クラブ代表者会議

　　　　５月24日 第51回JARL通常総会　釧路市

        ６月12日～25日 8N3HAM/3 和歌山県内運用

　　　　７月12日 21-2　支部運営委員会・クラブ代表者会議

　　　　７月18日～19日 関西ｱﾏﾁｭｱ無線ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ　大阪・池田市

　　　　７月26日 オール和歌山移動デー

　　　　８月16日 CW・DXミーティング

　　　　８月30日 紀の川市総合防災訓練

　　　　８月30日 第13回和歌山県非常通信訓練

　　　　９月６日 和歌山県総合防災訓練

　　　　10月18日 フィールドミーィング　 　(地方本部主催)

　　　　10月26日 高野町防災訓練参加

　　　　11月１日 テクニカル講座

　　　　11月29日 21-3　支部運営委員会・クラブ代表者会議

　　　　12月６日 関西年末ハムの集い　 (地方本部主催)

　　　　12月～1月 ガイダンス局の運用

平成21年１月16日 ハムの集い準備ミーティング

　　　　２月７日 和歌山県支部ハムの集い

　　　　３月７日 21-4　支部運営委員会・クラブ代表者会議

平成20年度支部行事報告

平成21年度支部行事中間報告
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科
目

《 収 入 の 部 》

支 部 費

賞 典 収 入

雑 収 入

受 取 利 息

計

《 支 出 の 部 》

支 部 大 会 費

会 議 費

催 物 費

渉 外 費

通 信 費

交 通 費

消 耗 品 費

支 部 報 発 行 費

事 務 印 刷 費

コ ン テ スト費

賞 典 費

非 常 通 信 費

監 査 指 導 費
雑
費
計 302,000¥    302,000¥    -¥          

4,000¥      6,000¥      -2,000¥     
-¥          -¥          -¥          

20,000¥     20,000¥     -¥          
-¥          -¥          -¥          

45,000¥     42,000¥     3,000¥      
-¥          9,000¥      -9,000¥     

32,000¥     30,000¥     2,000¥      
-¥          5,000¥      -5,000¥     

20,000¥     -¥          20,000¥     
6,000¥      15,000¥     -9,000¥     

-¥          -¥          -¥          
140,000¥    110,000¥    30,000¥     
35,000¥     65,000¥     -30,000¥    

-¥          -¥          -¥          
２２年度予算（案） ２１年度予算 前年度比

302,000¥    302,000¥    -¥          
-¥          -¥          -¥          
-¥          -¥          -¥          

2,000¥      2,000¥      -¥          
300,000¥    300,000¥    -¥          

平成２２年度支部予算（案）

２２年度予算（案） ２１年度予算 前年度比
平成22年1月20日

日　付 行　事　項　目

平成22年４月４日 第22回和歌山コンテスト

　　　　５月16日 支部運営委員会・クラブ代表者会議

　　　　５月30日 第52回通常総会　(名古屋市)

　　　　６月～７月 8N3HAM 和歌山県内運用　(予定)

　　　　７月11日 支部運営委員会・クラブ代表者会議

　　　　７月18日19日 関西アマチュア無線フェスティバル　(池田市)

　　　　７月25日 第2回オール和歌山移動デー

    　  ８月22日 CW・DXミーティング

　　　　８月 紀ノ川市総合防災訓練　　日程は未決定

平成22年４月４日 第14回和歌山県非常通信訓練

　　　　９月 和歌山県総合防災訓練　　日程は未決定

　　　　10月17日 フィールドミーティング　(関西地方本部主催)

    　  11月７日 テクニカル講座

　　　　11月28日 支部運営委員会・クラブ代表者会議

　　　　12月～１月 ガイダンス局の運用

　　　　12月11日 関西年末ハムの集い

平成23年１月15日 ハムの集い準備ミーティング

　　　　２月６日 和歌山県支部ハムの集い

　　　　３月27日 支部運営委員会・クラブ代表者会議

平成22年度・支部行事計画　(案)
平成22年4月1日～平成23年3月31日
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和歌山県内・個人・電信 9 JA2NGN 54
① JE3CSO/3 1140 10 JA0DVE 48

① JM3QML 96 ② JP3KLJ/3 1105 11 JH1MTR/4 48
3 JG3SKK 1024 12 JH6KDY 48
4 JF3UFU 176 13 JA1COP 36

① JI3DST/3 6090 5 JF3NIM/3 171 14 JA4JY/3 36
2 JA3VUI 299 6 JS3FRA 147 15 JA9AJU 35

16 7L2WHX 25
17 JA1VVH 16

① JI6DUE/3 20 ① JH3SKC/3 804 18 JA3EOE 16
2 JK3ISC/3 490 19 JN3ANO 15

20 JA5HPX 9
① JI3OQO/3 1 NXHF MULTI 21 JH4FUF 1

① JA3BYR 54510
2 JF3NZA 32651 7MHz

① JL3MCM 4 3 JH3QED 16056 ① JA6FOF/6 54
4 JA3EQC 1364 ② JE4ICX/1 54

③ JA6DIJ 45
① JI3DST/3 4 NXVU MULTI 4 JK6MXY 40

① JI6DUE/3 11990 5 JA1HII/1 40
2 JN3DMJ 108 6 JG1FMA 40

① JI3OQO/3 1 3 JO3RUL 77 7 JE0JAO 40
8 JF1CQH 35

和歌山県内・社団・電信電話 9 7L3WEV 32
① JK3HLP 29767 10 JJ1XQU 24
2 JG3CQJ 23562 ① JR3YSG/3 7293 11 JI6DMN 20

12 JG5DHX 20
和歌山県内 13 JA7ARW 20
個人・電信電話 14 JN1IZK 16

15 JP1SWZ 16
① JH3PTC/3 4446 ① 16056 16 JJ0NXH/4 15
2 JA3TLL/3 2376 2 7293 17 JM7GAR/1 15
3 JJ3SHR 897 3 1373 18 JA1SJR 12
4 JL3FPP 208 4 1276 19 JE0IBO 9

20 JA4NIJ/3 9
和歌山県外・個人・電信 21 JA8DEB 9

① JO3MKL/3 19824 22 JG0AXT 6
2 JL3MCM 17334 1.9MHz 23 JE7ENK/7 4
3 JA3CFH 13208 ① JA4GWE 16 24 JA1POS 4
4 JI3BKF 3960 ② JK1LUY 16 25 JA2FEA 4

3 JF1KWG 16 26 JO7NGV 1
4 JS3EOE 16 27 JA0GZ 1

① JG3SKK 384 5 JA0IND/1 9 28 7L3EBJ 1
6 JR4WDX 1 29 JK3JXP 1

① JF4CAD/3 18 3.5MHz 14MHz
① JH7PSL 84 ① JA8AT 25
② JA2CUS 84

① JK3DDU/3 1660 ③ JA2AFX 84 21MHz
② JO3JZA/3 462 4 JE4MHL 77 ① JI3FSI 1
3 JF4CAD/3 279 5 JA3QG 77
4 JO3CST/3 198 6 JJ0HEN 63 28MHz
5 JA3DFO 153 7 JG2CNS/3 63 ① JH3BJG 1
6 JA3EQC 9 8 JH1JPB/1 56

3.5MHz

7MHz

21MHz

第21回和歌山コンテスト結果

3.5MHz

7MHz

14MHz

21MHz

50MHz

430MHz

HF MULTI

28MHz

50MHz

144MHz

430MHz

有田ｱﾏﾁｭｱ無線ｸﾗﾌ
潮岬ハムクラブ
和歌山葵ｸﾗﾌﾞ
和歌山2mSSB愛好会

和歌山県内
登録クラブ対抗

144MHz
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50MHz 14 JO1SIM 80 50MHz
① JA3RAZ 9 15 JA7LRR 80 ① JH3EQJ 45
2 JH3BJG 2 16 JH7VUD 80 ② JN4PMO/4 30
3 JK3AHS 1 17 JA1LPQ 80 3 JO3QVT 20
4 JA9XAT/3 1 18 JA1ODX 80 4 JH3BYX 12
5 JA5WRP/5 1 19 JG3DIX 80 5 JA3EVA 9

20 JA1IQK 80 6 JH5DAH 8
144MHz 21 JQ2UMS 63 7 JF2UJG/2 4
① JA4NIJ/3 4 22 JA1WSE/1 56 8 JQ1AHZ/6 1

23 JN3RAZ 56 9 JH4SMT/4 1
430MHz 24 JA4AJB 56 10 JG3DOC 1
① JP3WSW 1 25 JN1AEI 56

26 JR5PPN 49 144MHz
HF MULTI 27 JR3BHX 48 ① JF3MXY 50
① JF3BFS 825 28 JE1BAB 42 ② JM3ROY 40
② JH1NXU 224 29 JA1CIC 42 3 JA3JFT 35
③ JA3UWB 221 30 JA6AVT 40 4 JF3RRA 35
4 JI1UDD 192 31 JJ4BNJ 36 5 JF3ODB 8
5 JA3AA 168 32 JF1ABZ/1 36 6 JA2VSU/3 1
6 JA7DLE 165 33 JI1TYY 30 7 JI3MCM 1
7 JA1OYB 165 34 JO7UIT 30
8 JA1LOG 140 35 JG1GCO 30 430MHz
9 JO3MGR 99 36 JR1OZO 25 ① JR5SCD/5 84
10 JA5INF/1 80 37 JR3KAH 25
11 JE1EQS 63 38 JI2QIX 25 1200MHz
12 JA7AEM 60 39 JF1KIG 25 ① JL3RTA 2
13 JA3ATK/5 49 40 JN4JJJ 25 2 JJ3TTH 2
14 JH4JUK 49 41 JR3OET/1 20
15 JA3JM 42 42 JA6FXL 16 HF MULTI
16 JA1FWY 30 43 JM1XZE 16 ① JR2DOL 1200
17 JA2FIU 25 44 JO1UOE 12 ② JK3HFN 546
18 JI5XTP 20 45 JA1JUR 12 ③ JL2PCI/3 225
19 JA5RB 16 46 JL4GRQ 9 4 JR8NOD 208
20 JL7FBV/1 16 47 JH9ISS 9 5 JG2REJ 121

48 JH4WAZ/4 9 6 7L3KFI 63
VU MULTI 49 JR2UWC 9 7 JQ3XJV/3 56
① JA3QXN 42 50 JI7OED/7 4 8 JA3RSJ 49

51 JA3BPX/3 4 9 JI2IWB 49
52 JQ6OOC 4 9 JA3WFQ 49
53 JH4EMK 1 11 JM3PLL 42
54 JN4JAM 1 12 JK2VOC 9

3.5MHz
① JR3AAZ 140 21MHz VU MULTI
2 JF2WME 72 ① JO3PSJ 1 ① JS3OMH 228
3 JI4JGD 54 2 JA2VSU/3 1 ② JA6DOU/3 228

③ JQ3XJV/3 220
7MHz 28MHz 4 JA3QOS 220
① JG1TVK 176 ① JJ3TTH 8 5 JA3GJD 135
② JR4FLW/4 154 2 JM3ROY 6 6 JO3PSJ 98
③ JR1CJD 150 3 JS3OMH 1 7 JH3PYH/3 90
4 JA1XPU 130 8 JO3AMB 77
5 JH1QPJ 130 和歌山県外社団 9 JF3SAD 64
6 JH0WWB 130 ① JI1YUA 99 10 JM3PLL 63
7 JS1NDM 126 2 JH3ZIW/3 50 11 JL3WXS 60
8 JG1IEB/1 120 12 JA3UWB 40
9 JK1BII 120 SWLの部 13 JR3BHX 18
10 JH7OUW 108 ① JA4-37294 598
11 JI1IIF 99 2 JA1-22825 247
12 JH1LFP 99 3 JA3-6644 90
13 JH0DSX 80 4 JA8-3339/7 63

5 JA8-1721 9

和歌山県外
・個人・電信電話

同点の場合は最終交信時間の
早い方が上位です

○付き数字は入賞

- 11 -



 - 12 - 

     第22回和歌山コンテスト 

日時 4月4日(日)09:00～21:00JST 

参加資格 日本国内のアマチュア無線局および SWL 

部門 N=和歌山県内の部 G=和歌山県外の部 S=SWLの部 

種目・コード・使用バンド 下記一覧表のとおり 

周波数区分 JARL主催コンテスト使用周波数帯を適応。 

1.9/1200MHzはアマチュアバンド使用区分を準用する。 

呼出 ○県内局 (電信) CQ WK TEST IN DE J*3*** 

                (電話) CQ 和歌山コンテスト こちらは県内局 J*3*** 

   ○県外局 (電信) CQ WK TEST DE J*7*** 

                (電話) CQ 和歌山コンテスト こちらは県外局 J*7*** 

交信の相手局  県内局=国内全域  県外局=和歌山県内局のみ 

コンテストナンバー 県内局 RS(T)+市・郡ナンバー 

          県外局 RS(T)+都府県支庁ナンバー 

 和歌山県内 和歌山県外 

★個人局の部 電信 電信電話 電信 電信電話 

1.9MHzシングルバンド NC1.9 --------- GC1.9 --------- 

3.5MHzシングルバンド NC3.5 NX3.5 GC3.5 GX3.5 

7MHzシングルバンド NC7 NX7 GC7 GX7 

14MHzシングルバンド NC14 NX14 GC14 GX14 

21MHzシングルバンド NC21 NX21 GC21 GX21 

28MHzシングルバンド NC28 NX28 GC28 GX28 

HF(1.9～28MHz)マルチバンド NCHF NXHF GCHF GXHF 

50MHzシングルバンド NC50 NX50 GC50 GX50 

144MHzシングルバンド NC144 NX144 GC144 GX144 

430MHzシングルバンド NC430 NX430 GC430 GX430 

1200MHzシングルバンド NC1200 NX1200 GC1200 GX1200 

V・U(50～1200MHz)マルチバンド NCVU NXVU GCVU GXVU 

★社団の部 

マルチバンド電信・電話 -------- NXMA --------- GXMA 

★SWLの部 

マルチバンド電信・電話 SWL   (和歌山県内・外共通) 
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得点 1交信を1点とする。SWLは和歌山県内のみを1点とする。ただし 

   同一バンド内での重複はモードが異なっても得点としない。 

マルチプライアー ○県内局=各バンドごとに都府県支庁(和歌山県を除く)および 

              和歌山県内の市郡を1マルチとする。 

                  ○県外局=各バンドごとに和歌山県内の市郡を1マルチとする。 

総得点 得点合計 x マルチ合計 

提出書類 JARLコンテストログおよびサマリー、またはそれと同一と見なし得る書式とする。 

締切 4月30日(水)消印有効 

提出先 〒641-8691 和歌山南郵便局私書箱1号 JARL和歌山県支部コンテスト係 

    E-mail : wakayama@jarl.com 

問合せ 上記と同じ 

賞状 各部門、種目別にエントリー数が5局以内は1位のみ。6～10局は2位、11局以上は3位ま

で賞状を発行する。 

禁止・その他 ○JARLコンテスト規約に準じる。 

○ エントリーは個人局は2種目以内、社団局は1種目以内とする。 

ただし2種目とはHF帯(1.9～28MHz)とV・UHF帯 (50～1200MHz)で各1種目。 

同一個人が個人局や社団局など2以上のコールサインを、使用してのログ提出は認めない。 

○ 和歌山県内局はマルチバンドで運用し、シングルバンドにエントリーできる。 

○ 和歌山県内登録クラブ構成メンバーは、提出書類に登録クラブ名を記入すること。 

○ コンテスト結果が必要な方は、長形3号の封筒に80円切手を貼ったSASEを同封して下さい。 

○ 移動局に対して、移動した事実を証明できるもの(宿泊先の領収書、当該地域での買い物の領収

書、移動地で撮影した日付入の写真など)の提出を求める場合があります。また、サマリーで移

動先の記載は単に市郡名の記載ではなく、＊＊市＊＊山、山頂付近などの具体的地域の記載を

お願いします。 

○ 副賞の「和歌山県特産品」はエントリー数、得点などにより、県内の部・県外の部ともに入賞

10個程度+特別賞1個程度。 

○ 今年の特別賞は20回記念を配慮した選定も含めます。 

○ ＜電子ログで提出される場合のお願い＞ 

電子ログはJARL Webに記載の電子ログ作成ツール(最新版)に従うこと。 

ウイルス対策上から原則として添付ファイルは受け付けない。 

件名欄は「WK-TEST」、送信者名は「氏名」または「コールサイン」を正しく名乗り 

悪戯と紛らわしい送信者名は使用しないで下さい。 

メールで提出時1部門1メールとし2部門を同一メールで送付しないで下さい。 
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和歌山アワード規程 
2010-1-1現在 

 下記のように和歌山県内の市郡町村から各１枚のQSLカードを取得する。 

１．    Excellent賞      ３０市町村 

２．    Ａ賞                ９市 

３．    Ｂ賞                ６郡 

４．    Ｃ賞              ２０町 

５．    Ｄ賞                １村 

特記      ： シングルバンド・シングルモードのみ特記する。 

申請方法  ： JARL制定のアワード申請書およびカードリストを使用し、手数料を添えて申請すること。 

  SWLおよび外国局にも発行する。 

(申請者の自己申告のみで良く、証明者は必要としない) 

             また、和歌山コンテストにおいて当該市郡町村とQSOしたが、そのQSLカードを 

              取得出来ない場合、事実関係をコンテスト委員会が確認出来るものについては 

              当該QSOを認めるので申請先へ問い合わせること。 

但し、最近の５年以内に限る。(５年経過後はJARL文書管理規定で廃棄のため) 

手数料   ： 郵便小為替にて１賞のみは500円。 

           複数賞を同時に申請する場合は２賞目以降の１賞に付き300円ずつ加算する。 

          外国局は１賞に付き5IRCとする。 

その他   ： 市町村名の変更や増減が行なわれた場合は、それらの施行日を以って本規定も改  

              定されたものとする。 

: 申請者が移動して運用した場合は、その移動の範囲は、同一コールエリア内とする。 

： 和歌山アワードは平成22年1月1日よりの受付分から、クラス別の新デザインです。 

申請先   ： 〒641-8691 和歌山南郵便局私書箱１号    JARL和歌山県支部アワード係 

問合せ先 ： 申請先に同じ（SASEに限る） 

          電子メールの場合は、 jr3eqg@jarl.com または ja3eqc@jarl.com 

発行者 ： JARL和歌山県支部 

 

 『和歌山アワード規定』に述べている、現存する和歌山県内の市郡町村とは下記の通りです。 

【市】 和歌山市 ：新宮市 海南市 田辺市 御坊市 橋本市 有田市 紀の川市   岩出市 

【町】 有田郡   ： 広川町 湯浅町 有田川町 

 伊都郡   ： 九度山町 かつらぎ町 高野町 

 海草郡   ： 紀美野町 

 西牟婁郡 ： 上富田町 白浜町 すさみ町 

 東牟婁郡 ： 古座川町 太地町 那智勝浦町 串本町 

 日高郡   ： みなべ町 由良町 印南町 日高町 美浜町 日高川町 

【村】 東牟婁郡 ： 北山村 

 

 今後も引き続いて平成の合併が予定されていますが、これに伴う和歌山アワードの申請条件を下記の通

り明確にしておきます。 

 JARL発行のWACAおよびWAGA方式を採用します。  即ち、各賞毎に最終交信時点において現存する市･

郡･町･村を有効とし、消滅した市･郡･町･村は無効とする。 

 また、申請に際してJARLが制定している市・郡番号(JCCおよびJCGナンバー)を使用することは差 

支えないが、ハムログなどが制定している町･村番号･記号はJARLとして認めていないので、町･村名をそ

の侭記入して下さい。 



平成21年6月5日改訂

クラブ名称 登録番号 代表者名 CALL 電話番号 jarl.com

はまゆうアマチュア無線クラブ ２６－１－１ 古久保恭一 JA3CHT 0738-22-6955 ◎

有田アマチュア無線クラブ ２６－１－２ 岩崎好宏 JA3CF 073-432-1298 ◎

和歌山虎伏アマチュア無線クラブ ２６－１－３ 伊藤嘉計 JA3ESL - -

ハム高野山クラブ ２６－１－12 中尾　勲 JR3TPS 0736-56-3653 -

潮岬ハムクラブ ２６－１－17 矢野幸弘 JP3BNK - -

紀州路田辺ハムクラブ ２６－１－18 鈴木博雄 JA3RPY 0739-72-2062 ◎

桐蔭高校アマチュア無線クラブ ２６－２－２ 梅本教正 JA3WRV 073-426-0118 ◎

和歌山葵クラブ ２６－４－１ 廣井五十二 JA3EQC 073-445-2889 ◎

紀南ハムクラブ ２６－４－４ 立花　昇 JR3XKN 0735-21-2321 ◎

和歌山クラブ ２６－４－６ 笹井美秋 JA3BL 073-444-3896 ◎

和歌山２ｍＳＳＢ愛好会 ２６－４－22 田中将夫 JF3NIM 073-482-3202 ◎

和歌山身障ハムクラブ ２６－４－24 鍛治幸雄 JH3MRB 0737-63-0130 -

アマチュア無線南海クラブ ２６－４－25 浅井章寛 JA3BFS 073-451-2302 ◎

JARL和歌山県支部登録クラブ一覧　　　

No. 呼出符号 氏　名 特　記

Excellent賞 70 JH1RYN 下條 博 7MHz-SSB
71 JN3DNL 前川 辻義 7MHz-SSB

新アワードデザイン
72 JG8DZS 小板　順一 7MHz-SSB

A賞 202 JE3SSL 勝田 績 21MHz-SSB
203 JA4HXZ 大山 晴美  7MHz-SSB

新アワードデザイン
204 JH5GEN 越智　省二
205 JF1HQI 平渡　明俊 ７MHz-SSB

B賞 156 JE3SSL 勝田 績 144MHz-SSB
157 JH3EZV 勝本 健 1.9MHz-CW
158 JA4HXZ 大山 晴美   7MHz-SSB
159 7N2TNI 中井 秀行   7MHz-SSB
160 JK1SMY 石田 英夫   7MHz-SSB

新アワードデザイン
161 JL3WXS 前田 充彦 144MHz-SSB
162 JH5GEN 越智 省二

C賞 申請なし

D賞 12 JK1SMY 石田 英夫 7MHz-SSB
新アワードデザイン

13 JH5GEN 越智 省二 7MHz-SSB
14 JK6IZM 行徳 芳和 7MHz-SSB
15 JF1HQI 平渡 明俊 7MHz-SSB

（平成21年１月１日～平成22年1月13日）

アワード発行状況

- 15 -



平成21年4月1日改訂

役職名 CALL 氏　名 郵便番号 住　　所 電 話 番 号 jarl.com

支部長 JA3EQC 廣井五十二 641-0036 和歌山市 073-445-2889 ◎

副支部長 JF3NIM 田中将夫 642-0001 海南市 073-482-3202 ◎

運営委員 JR3KUF 池上和彦 641-0062 和歌山市 073-444-3080 ◎

運営委員 JA3WRV 梅本教正 641-0045 和歌山市 073-426-0118 ◎

運営委員 JA3DFO 小林嘉弘 641-0011 和歌山市 073-447-1009 ◎

運営委員 JA3NJV 浅井俊直 640-8464 和歌山市 ◎
運 営 委 員
(会 計)

運営委員 JF3IVR 前谷昌男 640-1103 紀美野町 073-489-2079 ◎

運営委員 JR3UHK 島村　猛 640-0424 紀ノ川市

運営委員 JR3EQG 辻村光司 649-0301 有田市 0737-88-5332 ◎

運営委員 JR3DBT 尾山考央 649-0004 湯浅町 ◎

運営委員 JA3CHT 古久保恭一 644-0002 御坊市 0738-22-6955 ◎

運営委員 JG3QEV 川崎紀久男 串本町 -

相談役 JA3BL 笹井美秋 641-0012 和歌山市 073-444-3896 ◎
オブザーバー

(連盟・監事)

オブザーバー

(評議員)

平成20年4月1日改訂

役職名 CALL 氏　名 郵便番号 住　　所 電 話 番 号 jarl.com

委員長 JA3DFO 小林嘉弘 641-0011 和歌山市 073-447-1009 ◎

委　員 JE3GON 池上　賢 646-0003 田辺市 0739-25-5650 ◎

委　員 JG3QEV 川崎紀久男 串本町 -

委　員 JK3UWI 中川慎二 649-6531 紀の川市 0736-73-6238 ◎

委　員 JA3BY 加藤明利 640-8303 和歌山市 073-475-4421 ◎

委　員 JH3GAH 後藤太栄 648-0211 高野町 0736-56-4724 ◎

委　員 JA3FXB 岡本圭司 642-0022 海南市 073-482-5429 ◎

委　員 JR3KJM 土津田榮一 640-1171 海南市 073-487-0666 ◎

JARL和歌山県支部運営委員名簿

JH3GAH 後藤太栄 648-0211 高野町 0736-56-4724 ◎

JA3FXB 岡本圭司 642-0022 海南市 073-482-5429 ◎

JARL和歌山県監査指導委員

640-8482 和歌山市 073-461-3232 ◎JH3EZV 勝本　健
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